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【
朝
礼
台
】 

食
の
安
全
と
は 

 
 
 
 

渡
邉
領
治 

今
世
間
で
は
毒
入
り
餃
子
騒
動
で
毎

日
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
日
本
の
食
料
に

対
す
る
色
々
な
課
題
が
見
え
て
き
て
い

ま
す
。 

 

今
の
日
本
の
食
生
活
は
、
輸
入
な
く

し
て
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
安
け
れ
ば
よ
い
と
言
う
消
費
者
ニ

ー
ズ
も
あ
り
ま
す
が
、
生
産
者
と
消
費

者
の
距
離
が
遠
の
き
、
作
り
手
の
顔
が

見
え
な
く
な
り
、
食
の
安
全
が
確
保
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
油

高
の
折
か
ら
、
食
料
の
輸
送
距
離
に
重

量
を
か
け
た
「
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
」

（
こ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
地
球
環
境
へ

の
負
荷
が
大
き
い
と
い
う
考
え
）
が
世

界
で
断
然
一
位
と
、
環
境
に
対
し
て
大

き
な
負
荷
を
与
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
は
宴
会
料
理
の
十

五
％
を
食
べ
残
し
た
り
、
賞
味
期
限
切

れ
と
言
う
こ
と
で
毎
日
多
量
に
廃
棄
し

て
い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。 

 

国
民
の
大
半
が
、
農
産
物
は
ス
ー
パ

ー
や
デ
パ
ー
ト
で
簡
単
に
買
え
る
も
の

と
当
た
り
前
に
信
じ
込
ん
で
い
ま
す

が
、
輸
入
が
止
ま
る
と
た
ち
ま
ち
飢
え

を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の
時
に
な
っ
て

「
自
国
の
食
料
は
自
給
で
」
と
言
っ
て

も
遅
い
の
で
す
。
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農

地
は
な
か
な
か
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。

中
国
製
ギ
ョ
ー
ザ
シ
ョ
ッ
ク
は
「
輸
入

依
存
の
食
生
活
を
見
直
せ
」
と
、
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
は
、
昭
和
五
四
年

園
芸
科
卒
業
の
大
内
巌
氏
寄
贈
の
も
の
で

す
。
大
内
氏
は
岡
山
市
御
津
吉
尾
に
お
い

て
、
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
を
中
心
と
し
た
洋
蘭

の
育
種
や
栽
培
、
そ
し
て
販
売
を
行
う
株
式

会
社
「
ス
コ
レ
ー
」
を
設
立
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
秋
か
ら
春
に
か
け
て
、
温
室
内
は
色
と

り
ど
り
の
洋
蘭
が
咲
き
乱
れ
て
い
ま
す
。
一

度
足
を
運
ん
で
見
て
く
だ
さ
い
。 

 

甘
い
香
り
い
っ
ぱ
い
の 

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス 

農
業
科
学
科
野
菜
の
ハ
ウ
ス
で
は
、
農
業
科

学
科
二
年
生
の
イ
チ
ゴ
栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
五
名
が
、
丹
誠
込
め
て
栽
培
し
て
い

る
イ
チ
ゴ
が
、
真
っ
赤
に
熟
れ
て
甘
い
香
り
を

放
っ
て
い
る
。
真
冬
の
厳
寒
期
で
も
ハ
ウ
ス
内

は
温
風
暖
房
機
で
十
度
に
設
定
さ
れ
、
春
を
思

わ
せ
る
温
か
さ
で
、
交
配
用
に
放
さ
れ
て
い
る

ミ
ツ
バ
チ
が
忙
し
く
飛
び
回
っ
て
い
る
。 

北
海
道
で
夢
の
実
現 

 
 
 
 

「
今
、
北
海
道
の
牧
場
で
働
け
る
の
が
夢
の
よ

う
。
充
実
し
た
毎
日
で
あ
る
。
」
と
語
る
門
野

さ
ん
は
平
成
十
六
年
度
本
校
畜
産
科
学
科
の

卒
業
生
で
あ
る
。 

門
野
奈
緒
美
さ
ん
は
、
岡
山
市
の
非
農
家
出

身
。
動
物
好
き
が
高
じ
て
本
校
畜
産
科
学
科
に

進
学
し
、
そ
こ
で
見
た
牛
の
お
産
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
毎
日
、
牛
の
管
理
に
明
け
暮
れ
る
高

校
生
活
を
送
る
。
そ
の
後
、
酪
農
に
つ
い
て
学

ぶ
た
め
北
海
道
江
別
市
に
あ
る
酪
農
学
園
大

学
短
期
大
学
部
酪
農
学
科
に
進
学
し
た
。 

レ
ス
リ
ン
グ
個
人
戦
で
三
名
優
勝 

一
月
二
六
・
二
七
日
、
山
口
県
立
田
布
施

農
業
高
校
に
お
い
て
第
二
二
回
中
国
高
校

選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
校

か
ら
個
人
対
抗
戦
に
四
名
が
出
場
し
た
。 

 

県
高
体
連
優
秀
選
手
に
四
名
選
出 

全
国
大
会
な
ど
で
活
躍
し
た
選
手
に
送

ら
れ
る
、
平
成
十
九
年
度
岡
山
県
高
体
連 

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
優
秀
選
手
賞
に 

高
橋
啓
（
３
Ａ
）
西
山
裕
佑
（
３
Ａ
） 

原
竜
太
（
３
Ａ
）
横
山
幸
和
（
３
Ａ
） 

の
四
名
が
選
ば
れ
た
。 

卒
業
後
は
、

そ
の
ま
ま
北

海
道
に
残
り
、

鹿
追
町
の
高

田
牧
場
を
経

て
、
現
在
、
千

歳
市
の
戸
田

牧
場
に
勤
務

し
て
い
る
。 

 

シ
ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム – cym

bidium
 – 

ラ
ン
科
の
植
物
。
日
本
に
自
生
し
て
い
る
も

の
で
は
な
く
、
主
に
東
南
ア
ジ
ア
に
自
生
し

て
い
る
も
の
を
品
種
改
良
し
た
洋
ラ
ン
。
寒

さ
に
と
て
も
強
く
、
し
っ
か
り
と
肥
料
を
や

れ
ば
、
長
く
楽
し
む
こ
と
の
出
来
る
花
で

す
。 

花
言
葉
は
『
飾
ら
な
い
心
、
素
朴
』 

一
月
二
十
二
日
の
誕
生
花 

全
国
高
校
選
抜
大
会
へ
の
出
場
権
を
全
員
が

獲
得
し
た
。 

結
果
は
四
名
全

員
が
決
勝
進
出
、

そ
し
て
５
５
㎏
級

の
小
野
雷
也
（
２

Ｅ
）
６
６
㎏
級
の

谷
坂
亮
輔
（
２
Ｆ
）

７
４
㎏
級
で
末
長

翔
（
２
Ｅ
）
の
３

名
が
優
勝
。
８
４

㎏
級
の
守
安
政
晴

（
２
Ｅ
）
も
準
優

勝
を
果
た
し
、 


